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幸せ実感のまち実現に向けた取り組み
　平成 28 年７月に就任した宮田町長が、初めて年度当初から予算を組み上げ、子育て施策

三本の柱と、はなわこども園（仮称）整備事業を中心に、様々な行政ニーズに応えるべく施

策を実行した平成 29 年度の決算を、９月 12 日に予算決算常任委員会（小林達信委員長）で

審議し、全会一致で一般会計及び各特別会計とも全て認定としました。

　

　歳入は町税収入、林業関係補助金や町債

による増加と、基金繰入や地方交付税の

減少によって、前年度比 1.7％減の 65 億

8495 万円となり、歳出は林業関連補助金

や、はなわこども園（仮称）関連の増加と、

東白衛生組合負担分及び基金統合による減

少で、前年度比 1.1％減の 63 億 1263 万円

となった。

　全体的には、人件費は町税収入内でまか

なわれており、町債のうち実質的な町負担

は 25％程度。滞納管理は、特に過年度分

において白河広域圏管内で 上位となって

おり、適正な管理をしている。

　ただ自主財源比率は 25％と、国及び県

に依存し自立性を欠く状況にあり、経常収

支比率も 89％で財政構造の硬直性を示し

ている。

　今後地方交付税等が先細りしていく中

で、各種事業のコスト削減及びメリハリを

つけた資金配分によって町民からの要望に

応え、絶え間ない行財政改革の推進と、財

政マネジメントの強化をし、「山水花のま

ちづくり　みんなが主役　しあわせ実感の

まちはなわ」が実現されるよう願う。

監査委員
の意⾒
代表監査委員　石川　昭彦

認定

一般会計おもな使いみち

市町村生活交通対策事業
3,586 万円

敬老祝金
642 万円

湯遊ランドはなわ環境改善
2,000 万円

小中学校費
1億 2,795 万円

※●＝総務費、●＝民生費、●＝衛生費、●＝農林水産費、●＝商工費、●＝土木費、●＝消防費、●＝教育費総 民 衛 農 商 土 消 教

平成２９年度 ⼀般会計歳出決算額６３億１,２６３万円

総 ⺠

商 教

総：ＩＰ電話用サーバー

　　保守

　　1,679 万円

総：ふるさと納税謝礼

　　用カタログ

　　518 万円

民：はなわこども園（仮

　　称）用地購入

　　9,278 万円

衛：特定健診事業

　　1,486 万円

衛：東白衛生組合分担金

　　2億 3,373 万円

農：ふくしま森林再生

　　事業

　　3億 5,733 万円

農：林道大日向線開設

　　工事

　　5,672 万円

商：観光資源整備事業

　　950 万円

土：町道上福沢 1号線

　　補修工事

　　2,915 万円

土：向橋補修工事

　　2,389 万円

土：子育て若者定住促進

　　住宅団地土地購入

　　2,764 万円

消：消防車庫新築工事

　　781 万円

消：消防団員防火服等

　　購入

　　311 万円

教：スクールバス運行

　　1,278 万円

教：学校給食費

　　9,384 万円

歳入合計
65億8,495万円

依

存

財

源

74.79％74.79％

自主財
源

25.21％25.21％ 地方交付税地方交付税
25億6,860万円25億6,860万円
（39.0％）（39.0％）

繰越金
3億1,928万円（4.9％）

諸収入
1億2,347万円（1.9％）

国庫支出金国庫支出金
4億5,967万円4億5,967万円
（7.0％）（7.0％） 県支出金県支出金

12億1,109万円12億1,109万円
（18.4％）（18.4％）

町債町債
4億4,940万円4億4,940万円
（6.8％）（6.8％）

地方消費税交付金
1億6,221万円（2.5％）

町税町税
9億3,194万円9億3,194万円
（14.2％）（14.2％）

繰入金　1億2,269万円（1.9％）
使用料・手数料　6,815万円（1.0％）
財産収入　4,765万円（0.7％）
分担金・負担金　3,196万円（0.5％）
寄附金　1,516万円（0.2％）

歳出合計
63億1,263万円

農林水産費農林水産費
15億5,727万円15億5,727万円
（24.7％）（24.7％）

総務費総務費
8億6,615万円8億6,615万円
（13.7％）（13.7％）

土木費土木費
6億7,163万円6億7,163万円
（10.6％）（10.6％）

公債費公債費
5億9,088万円5億9,088万円
（9.4％）（9.4％）

教育費教育費
5億3,038万円5億3,038万円
（8.4％）（8.4％）

衛生費
4億7,637万円（7.6％）

消防費
1億9,784万円（3.1％）

商工費
1億2,037万円（1.9％）

議会費　7,210万円（1.2％）

労働費　728万円（0.1％）

民生費民生費
11億8,828万円11億8,828万円
（18.8％）（18.8％）

災害復旧費　3,409万円（0.5％）

自動車取得税交付金　1,220万円（0.2％）

地方譲与税　5,111万円（0.8％）

配当割交付金　289万円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金　273万円（0.0％）
地方特例交付金　267万円（0.0％）
利子割交付金　135万円（0.0％）
交通安全対策特別交付金　73万円（0.0％）

＜特別会計決算＞ 歳　入 歳　出

国民健康保険 12億8,777万円 12億271万円

後期高齢者医療 1億273万円 1億227万円

介 護 保 険 9億7,848万円 9億2,348万円

笹 原 財 産 区 3,307万円 3,306万円

農業集落排処理事業 1億6,218万円 1億6,218万円

公共下水事業 1億9,900万円 1億9,900万円

上 水 道 事 業
（収益的収支）

2億5,927万円 2億5,413万円

上 水 道 事 業
（資本的収支）

499万円 9,418 万円

地方交付税
25億6,860万円
（39.0％）

国庫支出金
4億5,967万円
（7.0％） 県支出金

12億1,109万円
（18.4％）

町債
4億4,940万円
（6.8％）

町税
9億3,194万円
（14.2％）

依

存

財

源

74.79％

自主財
源

25.21％

農林水産費
15億5,727万円
（24.7％）

総務費
8億6,615万円
（13.7％）

土木費
6億7,163万円
（10.6％）

公債費
5億9,088万円
（9.4％）

教育費
5億3,038万円
（8.4％）

民生費
11億8,828万円
（18.8％）
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Ｑ
　

町
と
し
て
特
産
品
を

返
礼
品
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
し
た

の
か
。
ま
た
寄
付
者
に
対

す
る
礼
状
送
付
な
ど
を
行

い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
に

つ
な
が
っ
た
の
か
。

Ａ
　

Ｐ
Ｒ
は
、
す
か
い

ら
ー
く
グ
ル
ー
プ
全
店
に

卓
上
広
告
を
実
施
。
ま
た

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
雑

誌
、広
告
等
で
も
行
っ
た
。

寄
付
者
に
対
し
て
は
礼
状

も
同
封
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
実
績
は
寄
付

者
数
３
４
７
名
で
、
そ
の

う
ち
１
５
８
名
が
リ
ピ
ー

タ
ー
で
あ
る
。

Ｑ
　

制
度
見
直
し
の
新
聞

報
道
が
あ
っ
た
が
、
今
後

品
目
等
の
検
討
は
行
う
の

か
。

Ａ
　

公
募
に
よ
り
徐
々
に

増
え
て
き
た
。
出
品
し
て

い
る
者
と
協
議
し
品
目
精

査
を
し
た
い
。

　

９
月
12
日（
水
）に
開
催
さ
れ
た
予
算
決
算
常
任
委

員
会
で
の
質
疑
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
・
く
ら
し

ふ
る
さ
と
納
税

３
４
７
名
の
寄
附
が
あ
り
１
５
８
名
が
リ
ピ
ー
タ
ー

平
成
29
年
度

決

算

質

疑

 

⼀
般
会
計

税
の
滞
納
と
不
納
欠
損

不
納
欠
損
額
は
４
２
１
万
円

湯
遊
ラ
ン
ド
環
境
改
善
補
助
金

施
設
の
老
朽
化
や
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

Ｑ
　

学
校
教
育
の
た
め
の

寄
附
金
を
ど
の
よ
う
に

使
っ
た
の
か
。

Ａ
　

寄
付
金
額
１
０
０
万

円
で
小
中
学
生
用
の
図
書

を
購
入
し
、
各
学
校
に
専

用
ブ
ー
ス
設
置
。
子
供
達

に
読
ん
だ
感
想
文
と
写
真

を
も
っ
て
、
寄
付
者
へ
の

報
告
及
び
お
礼
と
し
た
。

子
育
て
・
教
育

教
育
費
図
書
購
入
実
績

寄
附
金
を
有
効
活
用
し
た

文
化
講
演
会

人
選
は
担
当
課
と
教
育
長
の
協
議
で
決
め
る

Ｑ
　

特
定
不
妊
治
療
の
助

成
金
額
は
。

Ａ
　

県
の
不
妊
治
療
申
請

と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の

を
町
が
助
成
し
て
い
る
。

女
性
は
２
回
ま
で
で
１
回

目
15
万
円
、
２
回
目
７
万

５
千
円
。
男
性
は
１
回
の

み
で
10
万
円
。
金
額
は
助

成
の
上
限
金
額
で
あ
る
。

福
祉
・
医
療

特
定
不
妊
治
療
助
成
費

県
の
申
請
で
認
め
た
も
の
を
町
が
助
成

放
射
線
対
策
事
業

内
部
被
ば
く
者
ゼ
ロ

Ｑ
　

各
地
区
の
加
入
人
口

及
び
戸
数
を
見
る
と
、
川

上
地
区
の
減
少
が
目
立
つ

が
そ
の
要
因
は
。

Ａ
　

県
道
高
萩
塙
線
の
道

路
改
良
に
よ
り
住
居
移
転

に
伴
う
減
や
、
農
業
集
落

排
水
へ
の
取
り
組
み
が
、

汲
み
取
り
方
式
か
ら
切
替

か
、
合
併
浄
化
槽
か
ら
切

替
か
時
期
的
な
要
因
も
あ

る
。

Ｑ
　

台
宿
地
区
が
、
公
共

下
水
道
へ
接
続
す
る
と
聞

い
て
い
る
。

Ａ
　

老
朽
化
及
び
公
共
下

水
へ
の
統
合
は
現
在
検
討

し
て
お
り
、
統
合
メ
リ
ッ

ト
あ
り
と
し
て
い
る
が
、

老
朽
化
は
農
業
集
落
排
水

施
設
更
新
の
要
望
が
直
近

で
採
択
と
な
っ
た
。
財
政

的
に
有
利
な
方
法
で
管
路

を
先
に
更
新
し
た
い
。

 

特
別
会
計

笹
原
財
産
区

搬
出
路
整
備
に
力
を
入
れ
、
新
た
な
組
織
作
り
を
検
討

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

加
入
推
進
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る

上
水
道
事
業

水
道
料
金
の
改
定
は

避
け
ら
れ
な
い

Ｑ
　

不
納
欠
損
の
詳
細
は
。

Ａ
　

町
民
税
94
件
８
２
万

３
２
９
３
円
、
固
定
資
産

税
２
９
０
件
３
０
４
万
９

４
３
８
円
、
軽
自
動
車
税

70
件
３
４
万
４
８
０
０
円
。

合
計
４
５
４
件
４
２
１
万

７
５
３
１
円
。

Ｑ
　

軽
自
動
車
税
の
滞
納

発
生
の
事
由
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

Ａ
　

車
検
制
度
が
あ
る
軽

自
動
車
は
滞
納
の
抑
制
に

も
つ
な
が
る
が
、
車
検
が

無
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た

廃
車
手
続
き
を
行
っ
て
い

な
い
も
の
が
滞
納
と
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
遡
っ
て

の
廃
車
は
、
事
実
確
認
が

証
明
で
き
な
い
た
め
原
則

行
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
　

ダ
リ
ア
は
塙
町
の
花

と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て

き
た
が
、
メ
イ
ン
と
な
る

ダ
リ
ア
園
の
収
支
は
。

Ａ
　

ダ
リ
ア
園
は
収
支
で

大
き
く
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
。
補
助
金
額
を
一
度
減

額
見
直
し
し
た
が
、
こ
れ

は
入
園
料
の
値
上
げ
に
よ

る
も
の
。
管
理
は
３
名
で

行
っ
て
い
る
が
技
術
不
足

で
、
町
と
し
て
力
を
入
れ

て
指
導
を
し
て
い
る

中

で
あ
る
。

Ｑ
　

２
０
０
０
万
円
を
年

度
途
中
に
計
上
し
た
が
、

施
策
の
成
果
及
び
実
績

は
。

Ａ
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
開
業

か
ら
20
年
を
経
過
し
老
朽

化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、

利
用
客
及
び
町
民
の
健
康

増
進
施
設
と
し
て
活
用
す

べ
く
、
宴
会
場
の
た
た
み

の
交
換
（
利
用
客
か
ら
の

要
望
が
多
か
っ
た
）、テ
ー

ブ
ル
及
び
椅
子
の
購
入
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
の
交
換
に

よ
る
節
電
、食
器
洗
浄
機
、

冷
蔵
庫
な
ど
計
41
種
類
の

購
入
と
な
っ
た
。

地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
促
進
施
設

ダ
リ
ア
園
は
収
支
で
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

Ｑ
　

文
化
講
演
会
講
演
者

の
選
考
方
法
と
基
準
は
。

Ａ
　

企
画
会
社
に
日
程
が

あ
う
講
師
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
も
ら
い
、
生
涯
学

習
課
と
教
育
長
で
協
議
し

選
定
す
る
。
こ
れ
ま
で
の

文
化
講
演
会
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
大
人
で
あ
っ
た
が
、

前
回
は
さ
か
な
ク
ン
と
い

う
こ
と
で
子
供
も
参
加
で

き
た
こ
と
が
結
果
に
つ
な

が
っ
た
。

Ｑ
　

内
部
被
ば
く
検
査
の

結
果
で
、
甲
状
腺
に
異
常

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

は
い
た
の
か
。

Ａ
　

検
査
の
結
果
、
異
常

と
さ
れ
る
人
は
い
な
か
っ

た
。

Ｑ
　

収
入
増
加
が
見
込
め

ず
、
費
用
増
大
に
対
す
る

課
題
解
決
は
何
か
方
策
が

有
る
の
か
。

Ａ
　

上
下
水
道
委
員
会
の

中
で
協
議
が
な
さ
れ
、
今

後
水
道
料
金
の
改
定
は
避

け
ら
れ
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

Ｑ
　

一
般
会
計
か
ら
の
約

１
億
円
の
繰
り
入
れ
で
運

営
し
て
お
り
、
高
コ
ス
ト

低
料
金
な
の
で
は
。

Ａ
　

今
後
の
給
水
人
口
の

低
下
と
施
設
の
老
朽
化
を

加
味
し
な
が
ら
、
周
辺
自

治
体
と
の
水
道
料
金
比
較

で
は
な
く
、
細
か
い
分
析

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
　

当
初
予
算
で
収
入

４
０
０
０
万
円
と
し
た

が
、
決
算
額
３
２
７
７
万

円
と
の
差
は
何
か
。

Ａ
　

５
年
後
に
向
け
て
搬

出
路
整
備
に
力
を
入
れ
た

結
果
で
あ
る
。

Ｑ
　

財
産
区
の
管
理
会
の

内
容
は

Ａ
　

条
例
に
基
づ
き
委
員

を
選
定
し
て
お
り
、
協
議

内
容
は
予
算
及
び
決
算
や

部
分
林
組
合
を
解
散
し
た

土
地
の
利
活
用
、
先
進
地

視
察
を
行
っ
た
。
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
50
年
も
笹
原

地
区
の
方
が
大
切
に
管
理

さ
れ
て
き
た
山
な
の
で
、

新
た
な
組
織
を
作
り
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ふるさと納税カタログ

きれいに整備されたダリア園

大人気のさかなクン
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工
事
関
連
を
中
心
に
予
算
補
正

工
事
関
連
を
中
心
に
予
算
補
正
町
道
新
設
と

は
な
わ
こ
ど
も
園︵
仮
称
︶建
物
⼯
事
実
施
へ

　
　

月
定
例
会
は
、
９
月
６
日

　
　
　

（
木
）
か
ら
13
日
（
木
）

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

条
例
関
係
３
件
（
固
定
資
産

税
不
均
一
課
税
、
東
日
本
大
震

災
被
災
者
に
対
す
る
国
保
税
減

免
、
企
業
立
地
促
進
関
連
法
に

基
づ
く
準
則
制
定
）、
過
疎
地

域
計
画
変
更
１
件
、
補
正
予
算

３
件
、
平
成
29
年
度
決
算
認
定

８
件
、
財
政
関
連
報
告
２
件
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
及
び
認
定
し
ま
し

た
。
ま
た
最
終
日
に
追
加
で
人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
２

件
が
提
出
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

９ ９月

定 例 会 の
あ ら ま し

　
　
　

当
初
予
算
額
０
か
ら
の
増
目

　
　

は
、
根
拠
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

増
目
計
上
の
考
え
方
は
、
必

　
　

要
な
項
目
を
計
上
す
る
と
な
っ

て
お
り
、
今
回
の
補
正
も
必
要
が
生

じ
た
こ
と
で
予
算
計
上
し
た
。

　
　
　

役
場
駐
車
場
は
何
台
駐
車
で

　
　

き
て
何
台
不
足
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

１
０
９
台
駐
車
可
能
で
あ
り
、

　
　

そ
の
う
ち
９
５
台
が
職
員
及
び

公
用
車
が
現
在
駐
車
し
て
い
る
。
新

設
駐
車
場
は
４
５
台
が
駐
車
可
能
で

あ
る
。

　
　
　

駐
車
場
用
地
と
し
て
新
た
に

　
　

土
地
を
購
入
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
ど
も
園
開
園
後
に
現
在
の
保

育
園
を
駐
車
場
に
変
更
す
る
検
討
を

行
っ
た
の
か
。

　
　
　

保
育
園
敷
地
は
借
地
契
約
で

　
　

あ
る
た
め
、
当
初
か
ら
検
討
し

て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　

新
た
に
駐
車
場
用
地
と
し
て

　
　

購
入
す
る
場
所
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
な
の
か
。

　
　
　

現
状
家
屋
や
物
置
が
建
っ
て

　
　

い
る
場
所
。
駐
車
場
と
し
て
当

初
は
砂
利
敷
で
、
今
後
舗
装
を
検
討

す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

QQＡＡ

一
般
会
計
補
正
予
算
４
億
９
１
９
９
万
円
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算
４
億
９
１
９
９
万
円
追
加

工
事
関
連
を
中
心
に
予
算
補
正

一
般
会
計
補
正
予
算
４
億
９
１
９
９
万
円
追
加

QQＡＡQQＡＡ

新設される町道豊作古宿線予定地

【
主
な
事
業
】

・
町
道
豊
作
古
宿
線
道
路
新
設
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
万
円

　

遠
野
興
産
塙
工
場
新
設
に
伴
い
、
県
道
へ
の
接
続
道
路
を
新
設
す
る
。

・
は
な
わ
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
建
設
工
事
費　
　
　
　
　
　

３
億
１
６
０
０
万
円

　

補
助
金
及
び
過
疎
債
の
充
当
決
定
に
よ
る
補
正
増
。

・
公
有
財
産
（
土
地
）
購
入
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
８
５
万
円

　

役
場
職
員
用
駐
車
場
と
し
て
新
た
に
土
地
を
購
入
し
、
来
庁
者
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
を
す
る
た
め
の
補
正
増
。

議　案　の　審　議　結　果

議案第47号
塙町地方活力向上地域の固定資産税不均
一課税に関する条例改正

都市部からの営業所移転にかかる固
定資産税不均一課税（上位法改正）

原

案

可

決

議案第48号
東日本大震災の被災者に対する国保税等
の減免に関する条例改正

震災による避難区域等から転入
した者の国保税減免（上位法改正）

議案第49号
塙町企業立地促進地域の産業集積形成及
び活性化に関する条例改正

企業の成長性の高い分野へ取り
組みを促進（上位法改正）

議案第50号 塙町過疎地域自立促進計画変更
町道新設工事を過疎債対象事業
とするための計画変更

議案第51号 平成30年度塙町一般会計補正予算（第2号）
町道新設工事費など
（4億9,199万円）

議案第52号
平成30年度塙町国民健康保険
特別会計補正予算（第2号）

保険給付費支払基金積立金など
（8,556万円）

議案第53号
平成30年度塙町介護保険
特別会計補正予算（第1号）

保険給付費準備基金積立金など
（5,885万円）

認定第1号 平成29年度塙町一般会計決算

９月12日（水）予算決算常任委員
会審議により、全会一致で認定
すべきとした
※審議内容は4～5ページに掲載

認定第2号 平成29年度塙町国民健康保険特別会計決算

認定第3号 平成29年度塙町笹原財産区特別会計決算

認定第4号
平成29年度塙町農業集落排水処理事業特
別会計決算

認定第5号 平成29年度塙町公共下水道事業特別会計決算

認定第6号 平成29年度塙町介護保険特別会計決算

認定第7号 平成29年度塙町後期高齢者医療特別会計決算

認定第8号 平成29年度塙町上水道事業会計決算

諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦について 任期満了に伴う委員の推薦（再任）

諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について 任期満了に伴う委員の推薦（新任）

人　

事

人　

事

人　

事

鈴す
ず
き木　

俊し
ゅ
ん
じ二

氏
（
再
任
）

任
期
は
平
成
31
年
1
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
12
月
31
日
ま
で

人
権
擁
護
委
員
に
２
名
を
全
会
一
致
で
同
意近こ

ん
ど
う藤　

洋よ
う
い
ち一

氏
（
新
任
）

　

平
成
29
年
度
決
算
か
ら
算
出
さ
れ
た
財
政
健
全
化
判

断
比
率
の
全
指
標
は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
、
各
事
業
会
計
（
農
集
、
公
共
下
水
、
上
水
道
）

の
資
金
不
足
比
率
も
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
た
た

め
、
塙
町
財
政
は
健
全
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
が
定
め
る
基
準
（
左
表
中
：
参
考
）
を
上

回
る
と
、
財
政
再
生
計
画
の
策
定
や
国
等
の
関
与
に
よ

る
確
実
な
財
政
再
生
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
・
資
金
不
足
比
率
の
報
告

健
全
化
判
断
・
資
金
不
足
比
率
の
報
告

健
全
化
判
断
・
資
金
不
足
比
率
の
報
告

QQＡＡ

請願審査結果
七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁
　

光

吉
田
克
則

鈴
木
　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

請願第 1 号
国に対し「学校給食費の無料化を求
める意見書」提出についての請願

● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ―
不採択

（賛成１：反対12）

請願第 2 号
県に対し「学校給食費の無料化を求
める意見書」提出についての請願

● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ―
不採択

（賛成１：反対12）

請願第 3 号
学校給食費の無料化を求める請願

● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ―
不採択

（賛成２：反対11）

○：賛成、●：反対　　※なお議長（大縄武夫）は採決に加わらない

各事業別の資金不足比率 平成29年度 平成28年度 経営健全化基準（参考）

農業集落排水 資金不足なし 資金不足なし 20%

公共下水道 資金不足なし 資金不足なし 20%

上水道 資金不足なし 資金不足なし 20%

４つの健全化判断比率で見る塙町の数値 平成 29 年度 平成 28 年度
早期健全化基準
（参考）

財政再生基準
（参考）

実質公債費比率

6.8% 7.1% 25% 35%一般会計が負担する公債費（借
入金の返済額）及びこれに準じ
る額の大きさを指標化したもの

将来負担比率

8.1% 10.1% 350% ー一般会計が将来負担すべき実質
的な負債を指標化したもの

実質赤字比率
黒字のため
基準値未満

黒字のため
基準値未満 15% 20%一般会計の赤字の程度を指標化

したもの

連結実質赤字比率

黒字のため
基準値未満

黒字のため
基準値未満 20% 30%すべての会計の赤字や黒字を合

算し、地方公共団体としての赤
字の程度を指標化したもの
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一
般
質
問
と
は

　

議
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
町
の
行
財
政
の
運
営
を
監
視
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
そ
の
議
会
を
構
成
す
る
議
員
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で
す
。
町
の
事
務
の
執
行

状
況
や
町
の
将
来
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
報
告
や
説
明
を
町
長
に
求
め
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問
は
、
一
般
質
問
議
員
自
ら
が
作
成
し
掲
載
し
て
い

ま
す
。

一般質問 町政を問う町政を問う町政を問う

議 員 名 質　　問　　事　　項 ページ

鈴
すずき

木　安
やすつぐ

次
１　こども園建設　　　　　3　子ども子育て会議
２　児童虐待関連　　　　　　　　

Ｐ９

鈴
すずき

木　　茂
しげる １　町外からの若者移住

２　商店街活性化
Ｐ10

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明
１　議会発言内容　　　　　3　給食費の負担
２　職員人事　　　　　　　4　子育て関連

Ｐ11

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹
１　産業祭の方向性　　　　3　定住促進団地
２　こども園建設　　　　　4　その他の質問

Ｐ12

下
しもじゅう

重　義
よしと

人
１　町の災害対策　　　　　3　耕作放棄地解消
２　総合健診関連

Ｐ13

吉
よしだ

田　克
かつのり

則
１　天領の郷人事への関与　3　観光振興発展
２　消防団員処遇改善　　　4　障害者の雇用

Ｐ14

高
こうえん

縁　　光
ひかる １　給食費無料化　　　　　3　学校内トイレ洋式化

２　公共交通事業
Ｐ15

小
こみね

峰　由
よしひさ

久
１　今後の重点施策　　　　3　塙工高存続
２　独自の公共交通　　　　4　旧常豊小活用

Ｐ16

青
あおと

砥　與
ようぞう

藏
１　教師の多忙化　　　　　3　法定外公共物払い下げ
２　ICT 活用

Ｐ17

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
。

答
弁
　

平
成
30
年
度
中
に
設

置
す
る
。

質
問
　

医
師
や
弁
護
士
等
の

外
部
人
材
の
活
用
は
。

答
弁
　

必
要
に
応
じ
て
対
応

す
る
。

質
問
　

児
童
相
談
所
全
国
共

通
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
８
９
）
の

周
知
徹
底
は
。

答
弁
　

Ｉ
Ｐ
等
で
周
知
す
る
。

質
問
　

乳
幼
児
健
診
未
受
診

者
は
い
る
の
か
。

答
弁
　

未
受
診
者
は
い
な

い
。

質
問
　

子
ど
も
子
育
て
会

議
が
な
ぜ
開
催
さ
れ
な
い

の
か
。

答
弁
　

必
要
が
あ
る
時
の

み
開
催
さ
れ
る
。

質
問
　

条
例
ど
お
り
委
員

の
任
命
を
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　

早
急
に
対
応
す
る
。

質
問
　

子
ど
も
子
育
て
会

議
条
例
を
組
み
込
ん
だ
こ

ど
も
園
（
仮
称
）
に
す
べ

き
で
は
。

答
弁
　

条
例
を
組
み
込
ん

だ
運
営
を
考
え
る
。

質
問
　

こ
ど
も
園（
仮
称
）

に
、
な
ぜ
す
ぎ
の
こ
園
の

子
ど
も
を
入
れ
ら
れ
な
い

の
か
。

答
弁
　

民
間
の
施
設
と
考

え
て
い
た
。
も
っ
と
早
く

議
員
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば

違
っ
て
い
た
。

質
問
　

町
村
会
で
町
長
は

す
ぎ
の
こ
園
の
話
を
し
た

の
か
。

答
弁
　

話
題
に
し
た
こ
と

は
な
い
。

こども園（仮称）建設の補助金獲得は

林野庁に行ったが会えなかった

塙
幼
稚
園
運
動
会

町の考えを問う

児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は

今
の
所
な
い

補助金が１割にも満たない

こども園建設が塙町にとって

良いことなのか甚だ疑問である

鈴
すずき

木 安
やすつぐ

次議員

質
問
　

林
野
庁
以
外
に
行

っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
か
。

答
弁
　

国
交
省
や
関
係
者

に
会
い
に
行
っ
た
が
会
え

な
い
。
脈
あ
る
と
こ
ろ
は

歩
き
た
い
。

質
問
　

こ
の
１
年
間
で
歩

い
た
と
こ
ろ
は
。

答
弁
　

議
員
は
私
の
行
動

記
録
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
自
分
で
調
べ
て
ほ
し

い
。

質
問
　

こ
の
１
年
間
で
補

助
金
獲
得
に
行
っ
た
と
こ

ろ
は
。

答
弁
　

代
議
士
の
所
は
歩

い
た
が
、
こ
ど
も
園
（
仮

称
）
の
陳
情
で
は
な
い
。

質
問
　

基
本
設
計
完
成
後

の
陳
情
は
。

答
弁
　

図
面
持
参
で
林
野

庁
に
行
っ
た
が
、
名
刺
だ

け
置
い
て
き
た
。

質
問
　

こ
ど
も
園（
仮
称
）

開
園
に
向
け
た
内
部
会
議

は
。

答
弁
　

こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

質
問
　

こ
ど
も
園（
仮
称
）

建
設
は
一
括
発
注
か
分
離

発
注
か
。

答
弁
　

視
察
中
で
あ
り
、

今
後
決
め
る
。

塙町子ども子育て会議はなぜ開催されない

町長就任前の条例である
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町外からの若者呼び込みが必要では!
はなわ独特の考え方でやりたい

町の考えを問う

坂道を転げ落ちるかのごとき
町の少子化にあって
行政の無策は許されない！

鈴
すずき

木　茂
しげる

議員

質
問
　

こ
ど
も
の
出
生
数

が
激
減
し
て
い
る
。
若
者

の
流
出
を
防
ぐ
ば
か
り
で

な
く
町
外
か
ら
の
若
者
定

住
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

大
変
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
何
か
特
色
の
あ

る
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

が
必
要
。

質
問
　

最
近
町
外
か
ら
の

移
住
は
あ
っ
た
か
。
県
の

住
宅
支
援
事
業
は
利
用
さ

れ
て
い
る
か
。

答
弁
　

移
住
者
は
一
組
で

あ
り
、
住
宅
支
援
事
業
に

は
一
件
の
申
請
が
あ
る
。

質
問
　

若
者
定
住
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
早
道
で

あ
る
が
現
在
募
集
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　

ダ
リ
ア
関
係
で
一

名
募
集
し
て
い
る
が
今
の

と
こ
ろ
い
な
い
。

質
問
　

農
業
の
み
な
ら
ず

林
業
、
商
業
な
ど
で
募
集

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

あ
り
が
た
い
ア
ド

バ
イ
ス
だ
と
思
う
。
ぜ
ひ

検
討
し
た
い
。

質
問
　

台
宿
北
原
若
者
定

住
住
宅
の
現
状
と
、
末
広

町
分
譲
地
に
は
町
外
か
ら

の
特
典
を
設
け
る
の
か
。

答
弁
　

台
宿
は
町
内
の
方

が
二
世
帯
住
ん
で
い
る
。

末
広
町
の
分
譲
地
で
は
県

外
か
ら
の
方
に
優
遇
措
置

を
検
討
し
て
い
る
。

質
問
　

若
者
に
魅
力
の
あ

る｢

は
な
わ｣

に
す
べ
き

だ
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答
弁
　

は
な
わ
独
特
の
考

え
方
で
や
り
た
い
。

質
問
　

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
目

に
つ
く
現
在
の
商
店
街
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

答
弁
　

中
型
店
の
進
出
に

よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
発
想
の
転
換
が
必
要

だ
。

質
問
　

商
店
街
の
人
た
ち

と
話
し
合
い
を
し
て
い
る

の
か
。

答
弁
　

そ
の
時
々
に
お
い

て
話
し
合
っ
て
い
る
。
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

質
問
　

空
き
店
舗
を
使
っ

て
買
物
客
に
休
憩
所
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

興
味
深
い
話
し
で

あ
る
。
財
源
を
確
保
検
討

し
た
い
。

商
店
街
に
買
物
者
の
休
憩
所
設
置
で
活
性
化
を
！

財
源
を
確
保
し
た
う
え
で
検
討
し
た
い

答
弁
で
き
な
い
と
発
言
し
た
の
か

議
会
の
会
議
録
、
映
像
の
と
お
り
で
あ
る

質
問
　

６
月
定
例
会
で
、

「
町
執
行
機
関
と
議
会
と

の
関
係
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
」
と
の
質
問

で
、「
通
告
に
無
い
の
で

答
弁
で
き
な
い
」
と
の
議

会
だ
よ
り
の
記
事
は
、
議

長
も
静
止
し
議
会
中
継
や

議
事
録
に
も
発
言
は
な
い

が
発
言
し
た
の
か
。

答
弁
　

議
長
が
「
通
告
外

で
す
の
で
」
と
の
発
言
に

な
っ
た
と
の
認
識
で
あ

る
。

町
の
考
え
を
問
う

遜色のない
行政サービスの平準化を
目指して行くべき

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明議員

質
問
　

少
子
化
を
食
い

止
め
る
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
給
食
費
の
無
償

化
は
必
要
と
考
え
る
。

子
育
て
世
代
に
必
要
な

支
援
と
な
り
、
出
生
数

の
増
加
に
繋
が
る
政
策

と
し
て
、
実
現
を
目
指

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

食
育
の
観
点
か

ら
も
大
事
で
あ
る
。
町

の
子
育
て
支
援
政
策
で

あ
り
、
財
源
等
の
関
係

も
あ
る
が
、
保
護
者
の

負
担
を
軽
減
し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

農村の魅力を若者に

議会だより

活気ある商店街へ

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

福
島
県
公
平
委
員
会
か
ら
指
導
や
指
摘
は
な
い

質
問
　

平
成
28
年
６
月
か

ら
現
在
ま
で
、「
勤
務
条

件
に
関
す
る
措
置
要
求
制

度
」
及
び
「
不
利
益
処
分

に
対
す
る
不
服
申
立
て
制

度
」
に
関
し
て
、
指
導
や

指
摘
は
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
　

福
島
県
公
平
委
員

会
に
申
し
立
て
る
よ
う
な

案
件
は
発
生
し
て
い
な

い
。

こども園建設時に
保育園児も３割軽減

質
問
　

塙
町
が
要
請
し
て
で
き

た
民
間
の
す
ぎ
の
こ
園
の
話
で

は
、
は
な
わ
こ
ど
も
園
（
仮

称
）
に
入
る
こ
と
は
考
え
て
お

ら
ず
、
現
在
の
塙
幼
稚
園
の
１

教
室
で
は
狭
い
の
で
、
２
教
室

あ
れ
ば
対
応
が
出
来
る
と
話
さ

れ
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
対
応

を
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁
　

今
あ
る
施
設
を
利
用
し

て
安
堵
し
て
頂
き
た
い
。
是
非

協
議
を
重
ね
て
行
き
た
い
。

話し合いをさせて頂きたい

すぎのこ園の教室が足りない

質
問
　

妊
娠
か
ら
出
産
、
幼

児
、
小
中
学
生
、
又
は
18
歳

ま
で
の
育
児
と
教
育
を
一
貫

し
た
切
れ
目
の
な
い
受
け
皿

体
制
整
備
を
多
く
の
市
町
村

が
取
り
組
ん
で
い
る
お
り
、

塙
町
も
途
切
れ
な
い
子
供
の

一
貫
し
た
支
援
、
新
し
い
仕

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

は
な
わ
こ
ど
も
園

（
仮
称
）
設
置
を
機
に
、
子

育
て
を
支
援
す
る
拠
点
と
し

て
検
討
を
す
る
。
小
中
学
校

で
不
登
校
に
な
っ
て
、
卒
業

後
、
進
学
や
就
職
を
し
な
い

で
引
き
こ
も
る
支
援
で
は
不

十
分
で
、
自
立
支
援
の
体
制

を
検
討
す
る
。

組織機構の検討を進める

子ども・子育て支援課の新設について
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

災害時の対策を講じているのか

三つに分けて対策を計画

質
問
　

町
は
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
際
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

答
弁
　

一
般
災
害
対
策
と

地
震
災
害
対
策
、
事
故
対

策
と
大
き
く
三
つ
に
分
け

て
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。

質
問
　

通
学
路
に
面
し
て

い
る
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る

塀
の
調
査
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

答
弁
　

通
学
路
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
調
査
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
、
県
と
町
が
協
力

し
て
調
査
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

質
問
　

災
害
時
に
活
用
で

き
る
防
災
バ
ッ
ク
（
非
常

用
持
出
袋
）
を
各
家
庭
に

配
布
で
き
な
い
か
。

答
弁
　

予
算
上
の
観
点
か

ら
今
後
検
討
し
た
い
。

質
問
　

崩
壊
の
恐
れ
が
あ

る
急
傾
斜
地
は
あ
る
の

か
。

答
弁
　

急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
箇
所
と
思
わ
れ
る
箇
所

は
93
カ
所
あ
る
。

質
問
　

土
砂
災
害
状
況
及

び
、
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る

建
物
調
査
に
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答
弁
　

上
空
か
ら
の
確
認

が
必
要
な
災
害
等
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
関
係
業

者
へ
依
頼
す
る
考
え
は
あ

る
。

質
問
　

新
た
に
災
害
マ
ッ

プ
を
作
り
直
す
考
え
は
。

答
弁
　

土
砂
災
害
危
険
箇

所
の
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
32
年
度
に
予
定

し
て
い
る
。

町の考えを問う

『人の踏むべき　正しい道』

下
しもじゅう

重　義
よしと

人議員

失敗の数だけ　成長がある。
困難の数だけ　感動がある。

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹議員

那倉地内の急傾斜地

質
問
　

昨
年
度
の
総
合
健

診
受
診
率
は
。

答
弁
　

特
定
健
康
診
査
は

50
・
７
％
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
健
診
は
46
・
３
％
、

胃
が
ん
健
診
は
22
・
１
％

と
毎
年
ほ
ぼ
同
じ
率
で
推

移
し
て
い
る
。

質
問
　

健
診
を
受
け
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
れ

ば
、
経
済
効
果
と
医
療
費

抑
制
に
つ
な
が
る
の
で

は
。

答
弁
　

生
活
習
慣
病
の
予

防
と
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
行
い
重
症
化
を
予
防

す
る
た
め
、
更
な
る
受
診

率
の
向
上
に
努
め
る
。

総
合
健
診
の
受
診
率
は

毎
年
同
じ
よ
う
に
推
移

質
問
　

耕
作
放
棄
地
は
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
弁
　

毎
年
増
加
傾
向
に

あ
る
。
今
後
も
耕
作
放
棄

地
へ
の
歯
止
め
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

質
問
　

用
水
路
確
保
の
た

め
に
、
今
後
Ｕ
字
溝
設
置

の
際
に
７
割
以
上
の
補
助

は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁
　

そ
れ
以
上
の
補
助

は
難
し
い
。

質
問
　

乗
用
草
刈
機
な
ど

を
購
入
す
る
際
、
支
援
は

で
き
な
い
の
か
。

答
弁
　

「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
な
ど
の
組
織
を
立
ち

上
げ
、
組
織
で
購
入
す
る

の
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ

る
。
農
地
保
全
の
た
め
に

も
今
後
検
討
課
題
と
考
え

て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
を
ど
う
す
る
の
か

歯
止
め
が
喫
緊
の
課
題

非常用持出袋

質
問
　

第
30
回
に
向
け
て

伝
統
を
守
り
な
が
ら
改
革

を
進
め
、
新
た
な
方
向
性

を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　

新
企
画
を
盛
り
込

ん
で
盛
大
に
実
施
し
た

い
。
若
い
方
々
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
部
会
を
設
置

す
る
方
向
で
実
行
委
員
会

の
中
で
提
案
し
て
い
く
。

前
向
き
に
新
た
な
方
向
性

を
検
討
す
る
時
期
に
入
っ

た
と
考
え
る
。

平
成
最
後
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
NO.２

子
育
て
若
者
定
住
促
進
住
宅
団
地
の
完
成
と
販
売
は

30
年
度
に
完
成
し
、
31
年
度
に
販
売
す
る

質
問
　

完
成
時
期
と
販
売

方
法
等
は
ど
う
な
る
の

か
。

答
弁
　

完
成
は
平
成
31
年

３
月
25
日
を
期
限
と
し
、

販
売
方
法
等
の
詳
細
は
検

討
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　

団
地
の
名
称
は
。

答
弁
　

公
募
し
て
決
定
し

た
い
。

質
問
　

行
政
区
は
塙
六
区

か
、
新
設
区
を
設
け
る
の

か
。

答
弁
　

塙
六
区
に
入
る
事

が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。

質
問
　

若
者
を
呼
び
込
む

特
約
や
減
免
な
ど
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
　

土
地
と
建
築
に
対

し
て
優
遇
制
度
を
検
討
中
。

質
問
　

分
譲
販
売
の
条
件

に
建
物
は
地
元
の
建
築
業

者
、
材
料
は
地
元
木
材
の

使
用
を
加
え
る
べ
き
で
は
。

答
弁
　

欠
く
事
の
で
き
な

い
一
定
の
条
件
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。

新たな方向へ動く産業祭

質
問
　

建
設
工
事
の
入
札

を
待
つ
ば
か
り
の
状
況
だ

が
、
軽
微
な
見
直
し
や
変

更
は
。

答
弁
　

建
築
確
認
申
請
の

許
可
が
下
り
次
第
10
月
中

に
は
入
札
を
執
行
し
た

い
。
屋
根
の
材
質
を
ス
テ

ン
レ
ス
鋼
板
か
ら
、
ガ
ル

バ
リ
ウ
ム
鋼
板
に
変
更
し

た
。

質
問
　

入
札
時
の
条
件
に

地
元
の
事
業
者
を
下
請
け

と
し
て
使
う
こ
と
を
確
約

出
来
な
い
の
か
。

答
弁
　

地
元
業
者
の
参
加

が
出
来
る
よ
う
に
、
入
札

時
に
一
定
の
説
明
が
出
来

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

質
問
　

２
０
２
０
年
か
ら

始
ま
る
小
学
校
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
授
業
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を

進
め
て
行
く
の
か
。

答
弁
　

研
修
や
教
材
研
究

等
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

平
成
最
後
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
NO.１

は
な
わ
こ
ど
も
園(

仮
称)

建
設
工
事
の
入
札
は

10
月
に
入
札
を
執
行
し
た
い

今後の産業祭の方向性は

前向きに検討する時期に入った

町の考えを問う
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行政のコンプライアンス遵守
「障害者雇用促進法」？

吉
よしだ

田　克
かつのり

則議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

町
の
消
防
防
災
危

機
管
理
と
消
防
団
員
に
対

す
る
処
遇
改
善
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
弁
　

不
測
の
事
態
発

生
に
備
え
、
組
織

及
び
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
や
役

割
分
担
等
を
決
め

て
お
く
必
要
が
あ

る
。
想
定
さ
れ
る

自
然
災
害
は
、
町

の
防
災
計
画
等
で

組
織
や
対
応
に
つ

い
て
計
画
が
策
定

さ
れ
て
い
る
。
い

か
な
る
危
機
に
対

し
て
も
町
民
の
安

全
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
。

消
防
団
員
の
処
遇

は
改
善
し
て
行
か

な
け
れ
ば
と
強
く

思
っ
て
い
る
。
消

防
団
、
町
民
か
ら

意
見
を
聞
き
な
が
ら
財
政

的
な
面
を
含
め
て
総
合
的

に
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

質
問
　

障
害
者
雇
用
促
進

法
に
基
づ
く
職
員
雇
用
目

標
等
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁
　

町
で
は
障
害
者
１

名
の
雇
用
義
務
付
け
に

な
っ
て
い
る
が
現
在
は
雇

用
し
て
い
な
い
。
今
後
、

募
集
を
含
め
て
検
討
し
、

障
害
者
の
雇
用
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

学
校
給
食
費
は
現

状
３
割
助
成
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
以
前
か
ら
見
れ

ば
一
歩
前
進
だ
が
、
完
全

無
料
化
を
目
指
し
半
額
助

成
を
来
年
度
か
ら
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
町
が

半
額
助
成
と
し
た
場
合
、

い
く
ら
の
予
算
が
必
要
か
。

答
弁
　

29
年
度
実
績
で
概

算
計
算
を
す
る
と
、
約

１
０
０
０
万
円
町
の
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

質
問
　

県
内
で
も
全
額
や

半
額
補
助
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
が
20
市
町
村
あ

る
。
町
長
選
挙
で
給
食
費

無
料
化
を
掲
げ
多
く
の
支

持
を
い
た
だ
い
た
。
残
り

２
年
の
在
任
期
間
で
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

町
の
未
来
を
担
う

子
供
達
の
体
を
つ
く
る
給

食
は
、
食
育
の
観
点
と
し

て
も
大
事
な
も
の
で
あ

る
。
保
護
者
負
担
も
平
成

29
年
度
か
ら
７
割
負
担
と

し
た
と
こ
ろ
で
、
財
源
の

関
係
も
あ
る
が
中
心
施
策

の
一
つ
で
も
あ
り
、
平
成

32
年
４
月
の
は
な
わ
こ
ど

も
園
（
仮
称
）
開
園
ま
で

に
、
三
歳
児
ま
で
の
制
度

拡
充
を
目
指
し
た
い
。

今後免許返納者の足となる
公共交通が必要になる

高
こうえん

縁　光
ひかる

議員

質
問
　

タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
助
成
制
度
の
実
施
概
要

は
。

答
弁
　

公
共
交
通
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
今
年
度
高
城

地
区
で
９
月
１
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
実
施
し
て
い

る
。
高
齢
者
の
方
を
中
心

と
す
る
移
動
制
約
者
の
た

め
に
、
８
０
０
円
を
超
え

た
運
賃
を
助
成
す
る
も

の
。
地
区
の
選
定
理
由

は
、
過
去
に
常
豊
及
び
笹

原
地
区
で
の
実
証
を
行
っ

た
た
め
今
回
は
高
城
地
区

と
な
っ
た
。
８
月
末
現
在

71
名
申
し
込
み
が
あ
る
。

質
問
　

今
後
の
事
業
展
望

は
。

答
弁
　

利
用
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
内
容
を
活
性
化
協
議

会
で
検
討
し
、
よ
り
利
用

し
や
す
い
制
度
設
計
や
方

向
性
を
示
し
た
い
。
町
と

し
て
も
財
源
を
確
保
し
て

独
自
の
公
共
交
通
を
確
立

し
た
い
。

質
問
　

助
成
区
域
の
拡
大

な
ど
、
各
町
村
間
を
ま
た

い
だ
運
用
も
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁
　

ま
ず
は
今
回
の
実

証
実
験
を
経
て
の
内
容
に

な
る
。

地
域
公
共
交
通
事
業
の
展
望
は

実
証
実
験
の
結
果
か
ら
独
自
の
公
共
交
通
確
立
を
目
指
す

小中学校の
トイレ洋式化は

全町的に進んでいる

質
問
　

小
中
学
校
に
お
け

る
ト
イ
レ
の
洋
式
化
推
進

に
つ
い
て
伺
う
。
小
中
学

校
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
ト
イ
レ
の
施
設

数
及
び
洋
式
化
の
実
情
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

塙
小
学
校
に
お
い

て
は
、和
式
ト
イ
レ
12
基
、

洋
式
ト
イ
レ
21
基
、
体
育

館
は
和
式
２
基
。
笹
原
小

学
校
和
式
ト
イ
レ
６
基
、

洋
式
ト
イ
レ
13
基
、
体
育

館
洋
式
２
基
、
屋
外
ト
イ

レ
２
基
、
塙
中
学
校
は
全

て
洋
式
（
体
育
館
及
び
武

道
場
含
め
）。

試験運用の利用券

質
問
　

町
指
定
管
理
者
団

体
一
般
財
団
法
人
「
天
領

の
郷
は
な
わ
」
人
事
に
お

い
て
、
町
長
が
関
与
し
行

な
っ
た
と
聞
い
た
が
事
実

関
係
は
。

答
弁
　

一
般
社
団
法
人
の

評
議
委
員
会
と
理
事
会
に

お
い
て
決
定
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
町
の
立
場
と
し

て
答
え
る
こ
と
は
出
来
な

い
。

質
問
　

町
観
光
事
業
振
興
発
展
の

あ
り
方
、
一
般
社
団
法
人
塙
町
観

光
協
会
事
務
所
を
「
道
の
駅
は
な

わ
」
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
」
に
使
用
許
可
を
し
た
の
か
。

答
弁
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
は

町
観
光
協
会
の
管
理
室
と
し
て
、

観
光
案
内
所
と
し
て
の
機
能
は

「
道
の
駅
は
な
わ
」
内
に
あ
る
。

観
光
案
内
や
道
路
案
内
を
し
て
い

る
。

質
問
　

町
長
の
観
光
事
業
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
は
。

答
弁
　

町
の
豊
か
な
自
然
と
施
設

等
を
活
用
し
て
、
ま
だ
気
付
い
て

い
な
い
観
光
資
源
も
含
め
て
塙
町

全
域
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

障害者雇用の現状は

雇用に向けて鋭意努力

観光協会の事務所は

機能は「道の駅はなわ」内に

消
防
団
員
に
対
す
る
処
遇
改
善
は

総
合
的
に
検
討
を
進
め
た
い町の安全を守る消防団

消

員

対

処
遇

「天領の郷はなわ」人事において町長の関与は

町の立場として答えできない

町の考えを問う学
校
給
食
費
無
料
化
を
実
施
す
べ
き

こ
ど
も
園
開
園
ま
で
に
制
度
拡
充
を
目
指
す

町
の
考
え
を
問
う
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

ネットを活用した塙のＰＲを！！
人材と知恵と情報を求める時代
に対応すべき

小
こみね

峰　由
よしひさ

久議員

質
問
　

旧
常
豊
小
跡
地
活

用
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
の
か
。

答
弁
　

国
及
び
県
の
活
用

策
に
登
録
し
、
利
用
者
を

募
集
し
て
い
る
。

旧
常
豊
小
跡
地
の
活
用
は

利
用
者
を
募
集
し
て
い
る

質
問
　

塙
工
高
の
存
続
に

向
け
た
方
策
は
。

答
弁
　

町
の
広
報
等
で
周

知
に
努
め
て
い
る
。
ま
た

大
学
等
で
行
わ
れ
て
い
る

「
学
び
直
し
」
を
取
り
入
れ

ら
れ
な
い
か
考
え
て
い
る
。

質
問
　

学
生
寮
等
を
作

り
、
広
く
生
徒
を
募
集
す

る
考
え
は
。

答
弁
　

様
々
な
方
と
知
恵

を
出
し
合
い
進
ん
で
行
き

た
い
。

質
問
　

文
部
科
学
省
計
画

の
「
高
校
で
地
域
人
材
育

成
」
と
い
う
事
業
へ
の
取

り
組
み
は
。

答
弁
　

地
域
産
業
と
協
力

し
て
、
地
域
人
材
育
成
を

進
め
る
と
い
う
事
業
計
画

で
あ
り
、
学
校
側
と
相
談

し
て
進
め
た
い
。

質
問
　

国
も
人
的
及
び
財

政
的
支
援
を
す
る
事
業
で

あ
り
、
行
政
が
先
頭
に
立

ち
事
業
獲
得
に
動
く
べ
き

で
は
。

答
弁
　

願
っ
て
も
な
い
事

業
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

方
向
で
進
み
た
い
。

地域と共に塙工高

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

教師の子どもに向き合う時間を増やす取り組みは

多忙解消に昨年から取り組んでいる

質
問
　

教
員
が
「
生
徒
に

向
き
合
う
時
間
が
少
な

い
」、「
教
育
委
員
会
に
提

出
す
る
資
料
が
多
す
ぎ

る
」
と
訴
え
て
い
る
が
、

教
師
の
環
境
は
子
供
達
の

環
境
で
も
あ
り
、
そ
の
対

応
策
は
何
か
実
施
し
て
い

る
の
か
。

答
弁
　

昨
年
度
よ
り
教
育

現
場
の
実
態
調
査
を
行

い
、
教
職
員
の
多
忙
化
を

感
じ
お
り
、
現
在
Ａ
Ｌ

Ｔ
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
特
別
支
援
員
を
配

置
し
て
い
る
。
今
後
も
多

忙
化
解
消
に
取
り
組
む
。

町の考えを問う

青
あおと

砥　與
ようぞう

蔵議員

質
問
　

先
日
のG

o
o
g
le

㈱
観
光
立
国
推
進
部
長
の

講
演
を
聞
き
、
塙
町
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
事
業
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

答
弁
　

観
光
、
特
産
品
、

定
住
情
報
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
の
相
性
が
よ

く
、
生
活
者
の
情
報
源
も

デ
ジ
タ
ル
媒
体
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
進
め

て
い
く
。

質
問
　

Ｉ
Ｔ
に
特
化
し
た

職
員
採
用
は
行
わ
な
い
の

か
。

答
弁
　

小
さ
な
行
政
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
時
代
を
見

据
え
、
Ｉ
Ｔ
に
精
通
す
る

職
員
採
用
の
必
要
性
は
感

じ
る
が
、
採
用
試
験
の
方

法
を
確
立
す
る
こ
と
が
前

提
に
な
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は

積
極
的
に
進
め
て
い
く

法定外公共物の払い下げは

町民の要望に応じ、積極的に払い下げしたい

質
問
　

国
有
地
と
し
て
管

理
さ
れ
た
法
定
外
公
共

物
（
赤
道
＝
あ
ぜ
道
、
青

道
＝
水
路
）
は
、
地
方
分

権
一
括
法
に
よ
り
地
元
自

治
体
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た

が
、
必
要
に
応
じ
て
払
い

下
げ
を
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　

払
い
下
げ
は
可
能

で
あ
り
、
積
極
的
に
対
応

し
た
い
。

17　塙町議会だより第 144 号

得
え て

手に帆を揚げる

　言うや易
やす

く、行うは難
かた

し

今
後
の
重
点

施
策
は

近
い
う
ち
に

具
体
化
し
た
い

町
の
考
え
を
問
う

質
問
　

町
長
の
任
期
が
残

り
２
年
を
切
っ
た
が
、
考

え
て
い
る
具
体
的
な
施
策

は
。

答
弁
　

塙
町
の
存
続
を
第

一
に
、
地
場
産
業
の
振
興

や
都
市
交
流
な
ど
に
力
を

入
れ
た
い
。
健
全
財
政
を

維
持
し
つ
つ
事
業
を
計
画

し
、
近
い
う
ち
に
具
体
化

し
た
い
。

塙工高の存続に
向けた方策は

知恵を出し合い相談して進めたい

町独自の公共交通への
取り組みは

何とかしたいという思いはある

質
問
　

公
共
交
通
に
は
年

間
約
７
０
０
０
万
円
の
公

費
が
投
入
さ
れ
て
い
る

が
、
町
独
自
の
公
共
交
通

を
提
起
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

福
島
交
通
へ
の

３
５
０
０
万
円
の
う
ち
、

３
０
０
０
万
円
は
交
付
金

で
あ
る
た
め
町
の
財
源
か

ら
は
５
０
０
万
円
の
支
出

で
あ
る
が
、
現
状
な
か
な

か
前
に
進
ま
な
い
。

質
問
　

中
、
小
型
バ
ス
化

や
タ
ク
シ
ー
相
乗
り
、
電

動
カ
ー
ト
リ
ー
ス
制
度
な

ど
具
体
的
な
方
向
に
進
め

な
い
の
か
。

答
弁
　

町
の
予
算
で
考
え

る
と
難
し
い
が
、
何
と
か

し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ

る
。

質
問
　

高
齢
者
の
運
転
免

許
証
返
納
奨
励
に
対
す
る

補
助
策
は
。

答
弁
　

町
と
し
て
は
特
に

な
い
が
、
今
後
検
討
し
た

い
。

塙町で開催された講演会

赤道（あぜ道）

青道（水路）

道路

？

　ICT：情報通信技術の略称？
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⼯
事
請
負
契
約

⼯
事
請
負
契
約

⼯
事
請
負
契
約

　

町
道
桜
木
町
末
広
線
の
う
ち
、

塙
厚
生
病
院
か
ら
国
道
１
１
８

号
線
と
の
交
差
部
ま
で（
延
長

２
９
０
ｍ
）の
改
良
工
事
。
内

容
は
歩
道
と
車
道
の
段
差
解
消

及
び
舗
装
で
完
成
工
期
は
平
成

31
年
３
月
25
日
と
す
る
も
の
。

契
約
金
額

　

７
４
５
２
万
円

契
約
方
法

　

指
名
競
争
入
札

　
　

（
４
社
入
札
参
加
）

契
約
の
相
手
方

　

深
谷
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
　

深
谷
　

佳
孝

Ｑ
　

落
札
率
及
び
入
札
参
加
業

者
は
。

Ａ
　

落
札
率
は
96
・
２
％
。
入

札
参
加
業
者
は
、
深
谷
建
設

(

株)

、
森
本
建
設(

株)

、
矢

祭
建
設(

株)

、
藤
田
建
設
工

業(

株)

の
４
社
。

〈
全
員
賛
成
で
可
決
〉

　

こ
の
他
に
、
平
成
29
年
度
塙

町
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

内
容
変
更
（
繰
越
額
の
一
部
に

支
出
済
の
金
額
を
含
め
て
い
た

事
に
よ
る
変
更
）
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

工事着工予定区間

　

平
成
28
年
に
誕
生
し
た
新

町
長
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て

４
つ
の
老
人
ホ
ー
ム
建
設
な

ど
の
公
約
を
実
現
し
て
い
く

の
か
に
興
味
が
あ
り
、
継
続

し
て
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
傍
聴
す
る
の
は
、
主

に
一
般
質
問
で
す
。
一
般
質

問
は
議
案
審
議
で
は
な
く
、

議
員
主
導
の
政
策
論
議
の
場

だ
か
ら
で
す
。
ま
た
、
質
問

内
容
を
事
前
に
知
ら
せ
る
通

告
制
度
が
有
り
ま
す
の
で
、

町
長
は
答
弁
内
容
を
十
分
に

検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
が
、そ
の
中
で
も「
公

約
の
（
老
人
ホ
ー
ム
）
４
カ

所
と
い
う
の
は
便
宜
上
言
っ

た
。」「（
就
任
後
に
行
っ
た

課
長
の
人
事
異
動
に
つ
い

て
）
１
年
間
の
試
験
雇
用
」

と
の
町
長
の
答
弁
に
は
驚
き

ま
し
た
。

　

他
の
傍
聴
者
か
ら
も
耳
に

し
ま
す
が
、
答
弁
が
は
っ
き

り
し
な
い
。
質
問
と
答
弁
が

噛
み
合
わ
な
い
場
面
も
多
々

見
ら
れ
ま
す
。
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
議
会
中
継
を
見
る

と
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
同
じ

よ
う
な
感
想
を
も
た
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

議
員
は
「
一
般
質
問
」
な

ら
で
は
の
意
義
を
踏
ま
え
、

建
設
的
立
場
で
町
政
に
対
す

る
質
問
を
練
り
上
げ
、
町
民

の
代
弁
者
と
し
て
の
議
論
を

一
層
深
め
て
頂
き
た
い
。

　

一
般
質
問
は
、
町
長
の
町
行

政
に
対
す
る
覚
悟
を
示
す
絶

好
の
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
町
長
の
指
示
や
指
導
の

も
と
に
、
役
場
組
織
が
一
体
と

な
っ
て
、
通
告
内
容
に
対
す

る
的
確
で
責
任
あ
る
答
弁
を

整
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

藤
ふじた

田　充
まこと

さん（本町）

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
は

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

　

ど
う
で
し
た
か

―
議
会
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

議員は町民の
代弁者としての議論を

ひとことインタビューひとことインタビュー
　９月定例会の傍聴者数はのべ１５人でした。傍聴さ
れた方の中からインタビューを実施し、感想や意見を
いただきました。

―
町
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

８月
臨 時 会 の
あ ら ま し

　平成30年８月10日に
第５回臨時会（会期１
日間）が午前 10 時よ
り開会されました。議
案１件の審議と、１件
の報告を受けました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成３０年７月１日～９月３０日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

30.7.6 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

30.7.11 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

30.8.2 茨城県牛久市議会視察（議会広報関係）○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○

30.8.10 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ 私用 ― ○ ○

30.8.10 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.8.10 8 月臨時議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.8.10 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.8.29 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

30.9.6 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

30.9.6 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.9.6-13 9 月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.9.7 総務常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

30.9.7 経済常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

30.9.7 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

30.9.11 議員定数等検討協議会 ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○

30.9.12 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.9.13 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

30.9.13 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.9.28 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 遅参 ○ ○

○出席　－該当外

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由として、配偶者・親
族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、忌引、傷病、事故、その他と表記し、
それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況
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・調 査 日　平成 30 年７月 13 日（金）

・場　　所　（道路）林道白石沢線、林道

　　　　　　大日向線、町道川上東河内線

　　　　　　（施設）塙町竹活用交流施設

　　　　　　　　　 ※台宿字北原地内

・出席委員　鈴木　茂委員長　

　　　　　　ほか委員全員（計：７名）

・調査まとめ

①林道白石沢線は、平成 32 年度完成予定。

　（事業費 8 億 5,000 万円、 延長 1,000m、

　東日本大震災復興特別交付税）管理は受

　益地権者が行う林業専用道路で、間伐な

　ど持続可能な林業経営に繋がる。

②林道大日向線は、森林管理道路整備事業

　として、平成28年度に完成（事業費3億3,

　100 万円）した。今後森林再生事業で利

　用するが、境界未確定な所もあり町の対

　応が課題。また道路周辺の枝打ちや間伐

　などの管理が行われていない。

③町道川上東河内線は、社会資本整備総合

　交付金事業・平成 33 年度完成予定。交

　通の利便性の為、早期の完成が望まれる。

④塙町竹活用交流施設は、地方創生整備推

　進交付金を使い施設整備をした。都市交

　流事業や竹パウダー農法の拠点となるが、

　施設管理が不十分であり改善が必要。そ

　の他ダリアの中国輸出実績は今後に期待

　したい。

委員会レポート

経済常任委員会報告

町内道路（町道及び林道）整備計画と実施状況
及び塙町竹活用交流施設の現況調査

・調 査 日　平成 30 年 7 月 13 日（金）

・場　　所　委員会室

・出席委員　鈴木安次委員長　

　　　　　　ほか委員全員（計：７名）

・調査まとめ

　塙厚生病院の医師不足の現状と対策につ

いて、塙厚生病院　石井　浩　事務長から

聞き取り調査を行った。

①事務長からの説明

　塙厚生病院の現状について説明を受け

た。各科ごとに医師を確保し充実した医療

体制を構築したい理想はあるが、現実的に

は人材不足もあり難しい。継続して要請を

行うことで、福島県立医大を含めた関係先

との信頼を深めていくことが重要である。

②質疑

Ｑ　福島県立医大の卒業生が毎年いる中で、

なぜ医師不足となるのか。

Ａ　卒業生は都市部で専門性を高めたいと

の希望が多いと聞く。

Ｑ　厚生連での人材確保に向けた取り組み

は。

Ａ　独自の奨学金制度（看護師等含む）な

どで人材確保に努めている。

③意見及び感想

　塙厚生病院のみならず、全国的な問題で

ある「医師不足」に対する特効薬はないの

で、町民生活の安全安心のために、これか

らも息の長い取り組みを町及び議会も続け

ていかなければならない。

総務常任委員会報告

塙厚生病院の医師不足対策について

跡

●平成 29 年６月定例会　一般質問 ●平成 29 年 12 月定例会　一般質問

　 　

　町におけるコンプライアンス（法

令等遵守）体制はどのようになって

いるのか。

　法令遵守の意識を持つことは公務

員として当然のことで仕事をするこ

との基本。他町村の取り組みを参考

にしながら体制づくりをしたい。

　コンプライアンス推進委員会を立

ち上げ、平成 30 年２月に内部向け

コンプライアンスマニュアル作成し

全職員へ周知した。

　商店街活性化と地域おこしのた

め、大町コミュニティセンターを活

用してはどうか。

　ぜひ取り組みたい。

　平成 30 年６月定例会で再質問を

し、年内に使用できる方向で進めて

いる。

町に

質問質問質問 質問質問質問

答弁答弁答弁

答弁答弁答弁

その後その後その後
その後その後その後

追

大町コミュニティセンター

レポー
ト 議員の一般質問の中からピックアップし、

その動き・現在の状況を調査します。
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議会の動き議会の動き

塙工高校長先生による講演塙工高校長先生による講演

　

７
月
３
日
（
火
）
午
後
３
時
か
ら
塙
農
村
勤
労
福
祉

会
館
大
研
修
室
に
て
、
塙
工
業
高
校
佐
藤
浩
正
校
長
先

生
に
よ
る
講
演
会
を
、
議
会
及
び
塙
工
高
存
続
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
町
職
員

や
近
隣
町
村
職
員
、
塙
工
高
卒
業
生
就
職
先
企
業
な
ど

か
ら
34
名
が
参
加
し
、
校
長
先
生
よ
り
高
校
の
教
育
内

容
や
生
徒
数
の
現
状
等
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
質
疑

応
答
を
行
い
約
１
時
間
半
の
内
容
で
し
た
。
生
徒
数
の

減
少
は
気
が
か
り
で
す
が
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
知

識
と
専
門
技
術
の
習
得
に
向
け
、
生
徒
、
保
護
者
、
教

職
員
が
取
り
組
ん
で
い
る
実
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

塙工高校長先生による講演
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議会広報関連の視察受け入れ議会広報関連の視察受け入れ

　

８
月
２
日
（
木
）
に
茨
城
県
牛
久
市
議
会
（
広
報
常
任
委

員
会　

山や
ま
も
と本
伸の
ぶ
こ子
委
員
長
ほ
か
６
名
）
が
議
会
広
報
関
連
の

視
察
研
修
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
研
修
内
容
は
、
編
集

に
対
す
る
常
任
委
員
や
事
務
局
の
関
わ
り
方
や
、
掲
載
す
る

写
真
の
撮
影
者
及
び
撮
影
方
法
、
発
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
諸
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
現
状
報
告
及
び

意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
議
会
活
動
を
周
知
す

る
大
切
な
広
報
紙
で
あ
り
、
読
み
手
の
視
点
を
大
切
に
し
つ

つ
、
今
回
の
研
修
で
参
考
に
な
っ
た
点
を
次
回
以
降
の
編
集

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

議会広報関連の視察受け入れ

牛久市議会との研修のようす

議会だより議会だより
モニターさんのモニターさんの 声声声
議会だより
モニターさんの
１．表紙及び裏表紙について
　・ＱＲコードはより多くの人が閲覧する
　　きっかけになる。
　・色使いやレイアウトが改善されて大変
　　見やすかった。
　・表紙のサブタイトルのサイズが大きす
　　ぎる。

２．６月定例会関連記事（P2～3）について
　・あらましが読みやすい。
　・国保負担の説明で、モデルケー
　　スが示されてわかりやすい。
　・見出しが見やすい。
　　あらましの（一行あたりの）文
　　字数が多くてもいいのでは。

３．一般質問記事（P4 ～ 13）について
　・「扉」ページにより質問事項がわかり
　　やすくなっている。
　・各議員の文量に差があり、空白が目立
　　つなどレイアウトに工夫が必要。
　・各議員の見出しの配置が「たて」「よこ」
　バラバラで読みにくい。

４．後半ページについて（５月臨時会、委
　員会レポート、議会の動き）
　＜委員会レポート＞
　・読みやすくなって大変よい。
　・委員から見た課題や問題が出ていて大
　　変よい。
　＜定数アンケート＞
　・回収率 20％で、議会に関心をもって
　　もらうにはどうしたらよいのか。
　・掲載内容を「定数」「報酬」に絞った
　　　　のがよかった。
　　　　＜追跡レポート＞
　　　　・「その後」があまりにも簡素化
　　　　　されすぎている。

５．その他ご意見
　・一般質問のやりとりが、紙面の都合な
　　のかあまりにも淡泊すぎる。議会全体
　　が活性化しなければ、議会広報を読む
　　側も本気にならないのでは。
　・定数アンケート回収率の低さに驚いた。
　　議会に関心を持ってもらうツールとし
　　て、議会だよりがもっと活用されるこ
　　とを望む。

　

　

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
漠
然
と
読
ん
で
き
た
感
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
モ
ニ
タ
ー
を
引

き
受
け
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
過

去
に
発
行
し
た
議
会
だ
よ
り
を
読

み
返
し
て
み
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
に
つ
い
て
、
一
般
質

問
を
中
心
に
紙
面
を
割
い
て
、
丁

寧
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
感
心

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
質
問
を

行
っ
た
議
員
が
書
い
て
い
る
と
の

こ
と
で
意
気
込
み
を
大
い
に
感
じ

る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
過
去
に

行
っ
た
一
般
質
問
の
追
跡
レ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
、
内
容
等
を
再
認
識

さ
せ
る
手
法
は
正
解
だ
と
思
い
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

が
急
激
に
進
む
中
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
縮
小
・
統
合
へ
と
シ
フ
ト
さ

れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
、「
住
ん
で

よ
か
っ
た
」町
づ
く
り
の
た
め
に
、

議
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
大
変

重
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
幸
せ
の
た
め
に
日
々
奮

闘
さ
れ
る
議
員
の
姿
を
、
分
か
り

や
す
く
お
知
ら
せ
で
き
る
議
会
だ

よ
り
は
、
完
成
度
の
高
い
広
報
紙

で
あ
り
ま
す
が
、
更
な
る
紙
面
充

実
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

私もひとこと
委嘱されたモニターさん２人に議会だよりについてご意見をいただきました。

鈴
すずき

木正
まさし

志（山形）

誌
面
か
ら
議
員
の
姿
を
伝
え
る

誌
面
か
ら
議
員
の
姿
を
伝
え
る

　前回７月 20 日発行の議会だより 143 号

に対する議会だよりモニターの声を掲載し

ます。

　

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
三
期

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
へ
の

興
味
か
ら
傍
聴
す
る
機
会
が
増

え
、
議
員
の
考
え
も
少
し
ず
つ
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
も
回
を
重
ね
る
た
び

に
改
善
さ
れ
、
大
変
読
み
や
す
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。「
読
む
」
と
い

う
よ
り
も
見
て
楽
し
む
方
向
に
な

る
と
興
味
も
湧
き
、
目
か
ら
入
っ

て
く
る
の
で
理
解
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
議
会
を
傍
聴
し
て

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
議
会
の
内
容

も
わ
か
り
、
町
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ

ン
も
分
か
っ
て
き
て
議
会
だ
よ
り

を
よ
り
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く

れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

若
者
や
仕
事
を
し
て
い
る
方
が

傍
聴
で
き
る
よ
う
、
一
般
質
問
を

土
日
や
夜
間
行
う
方
法
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

遠
えんどう

藤勢
せいこ

子（板庭）

「
読
む
」か
ら「
見
て
楽
し
む
」へ

「
読
む
」か
ら「
見
て
楽
し
む
」へ

議会の動き

誌
面
か
ら
議
員
の
姿
を
伝
え
る

「
読
む
」か
ら「
見
て
楽
し
む
」へ

教育に対する思いを熱弁
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塙
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議
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長
大
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武
夫

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

み ん な い き い き　VOL．38
皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：片貝青年会

活 動 場 所：塙町大字片貝地内
会　　　長：八幡　健太郎（℡：42―2426）
会　　　員：11 名

伝
統
を
引
継
ぎ
若
者
が
地
域
活
動

　

片
貝
青
年
会
の
歴
史
は
古
く
、

地
区
の
先
輩
か
ら
年
々
引
き
継
が

れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
盆
踊
り
や
神
事

行
事
の
農
休
日
に
太
鼓
を
た
た
い

て
地
域
内
を
巡
回
し
区
民
に
知
ら

せ
て
い
ま
す
。
盆
踊
り
は
、
毎
年

８
月
14
日
に
旧
片
貝
小
学
校
跡
地

広
場
で
青
年
会
が
主
催
し
て
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
塙
町

の
各
集
落
に
青
年
会
が
組
織
さ
れ

て
お
り
地
区
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
見
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
片
貝

青
年
会
は
古
き
良
き
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
活
動
を
し
て
い
る
素
晴
ら

し
い
団
体
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
片

貝
地
区
の
若
者
が
結
束
し
住
み
良

い
地
域
に
し
た
い
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
町
民
の
皆

様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
議
会
だ
よ
り

を
作
成
し
て
い
る
広
報
常

任
委
員
会
は
、
全
国
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
表

彰
に
よ
り
、
５
月
に
は
宮

城
県
山
元
町
議
会
と
山
形

県
尾
花
沢
市
議
会
、
８
月

に
は
茨
城
県
牛
久
市
議
会

が
視
察
来
町
と
例
年
以
上

の
活
動
内
容
で
す
。
受
賞

に
よ
り
他
市
町
村
議
会
か

ら
注
目
さ
れ
る
事
は
大
変

う
れ
し
い
事
で
、
意
見
交

換
し
た
内
容
を
編
集
活
動

へ
活
か
し
、
町
民
目
線
で

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

を
作
成
す
る
こ
と
を
第
一

に
、
議
会
活
動
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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